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豊橋技科大辛島 

 

第二回地方再生まちづくり小委員会打ち合わせ議事録 

 

 

日時：9 月 10 日（火） 16 時‐  

場所：名古屋都市センター（執務室横のミーティングスペース） 

参加者：浅野（純），浅野（聡），鶴田，佐藤，阿久井，眞島，劉，辛島（委員会メンバー） 

野村，星野（愛知県），権田，尾崎，平野（蒲郡市） 

資料：①蒲郡市景観講演会のパネルディスカッションについて，②地方都市見学会+意見交換会

の企画について，③2019 年度 美しい愛知まちづくり講演会のメモ，④蒲郡市景観講演会パン

フレット，⑤蒲郡市景観計画 

 

■委員会検討事項 

 拡大幹事会の話題として，浅野聡先生から 30周年記念事業の①出版と②リレーシンポの概

要が説明された。 

 2020年 6 月頃，30 周年事業のテーマと関連させ，コンパクトシティ関連のシンポジウムを

企画する予定であることが周知された。 

 資料②に基づき，今年度の地方都市見学会+意見交換会の企画について，浅野先生から豊橋

市，浜松市の案が示された。その他にも，豊田市とみよし市（佐藤），金沢市（眞島），垂井

町（鶴田）が挙げられた。議論の結果，みよし市に決められた。時期は 12 月後半，もしく

は 1 月後半で調整される。 

 

■10 月の景観シンポジウムについて 

野村，星野から資料④講を用いて蒲郡市景観講演会の概要説明がなされた。 

権田から資料⑤を用いて蒲郡市の景観計画の概要説明がなされた。 

その後，資料①および③を踏まえ，講演会の内容具体化に向け協議がなされた。 

まず，各担当者から講演内容の概要が説明され，その内容で構成することで決定した。 

浅野聡： 

 景観まちづくりの面白さ，個性のあるまちづくりのため景観の重要性を伝える。 

 「気づき」をどう促す，どうそれを実践する，動かせるものから動かすことにも触れる。 

 眺望景観，温泉（老舗の商業地域）の事例も含める。 

 普及啓発（市民巻き込み：ソフト面の取組みの重要性）も含める。 

平野： 

 写真ベースで構成し，景観の移り変わりを説明する。 

 海岸地域（伊勢湾台風後からの変化）を３・４枚，モータリゼーションによる市街地の変化

（道路部）を３・４枚，眺望景観の写真少々で予定している。 

鶴田：（参考資料が配布された） 

 景観まちづくりは地域の価値を守り高めるためにも重要であることを伝える。 

 そのためにも，市民参加の意義を，事例（鎌倉や尾道）を踏まえ説明する。 

阿久井： 

 担い手（商売人，イベント運営者等を想定）に焦点をあて，営みが生み出す景観まちづくり

について説明する。 

 富山市の事例（モールのバナーフラッグやイベント時に担い手が活用できる什器等）を踏ま

え，巻き込み方や活動を進める方法論，アプローチについて説明する。 



パネルディスカッション： 

 質問票は配布しない。 

 まず，各メンバーから蒲郡市の景観について印象を一言話す。 

 方針として，参加者の理解を促すため，前段の講演の要点整理を主とする。内容は「気づき

からどう動くか」まで。 

 

また，講演会での各担当者の大まかな役割が割り振られた。 

平野： 

景観資源（海，眺望景観の写真）をみながら気づきの大切さ，可能ならその景観資源の見方の解

説までを説明する。 

鶴田： 

制度を用いた視点に立ち，制度の重要性を説明する。 

阿久井： 

制度にとらわれず，柔軟な視点で活動することの大切さを説明する。 

浅野聡： 

誌の景観計画内の景観重点候補地区に温泉地が複数取り上げられているため，温泉地にも触れ

る（深くは話さないが，ヒント，示唆を与える）。 

 

■その他 

 当日配布資料についてはスライドベースを想定し，期限は 1 週間前（10月 4 日，金）とす

る。市にデータ送付を想定。後日，県から詳細についてメール連絡が行われる予定。 

 当日は 13 時に集合し，準備状況のチェックと事前打ち合わせを行う 

 

 

 

 

 












